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▼
大
阪
・
関
西
万

博
で
「
は
ぐ
れ
た
事

件
」
第
２
弾
。
従
姉

妹
と
私
は
混
雑
し
た

会
場
で
は
ぐ
れ
、
ス

マ
ホ
を
車
に
忘
れ
た

従
姉
妹
と
連
絡
が
つ

か
ず
途
方
に
暮
れ
る
。

２
時
間
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
、
私
の
携

帯
番
号
を
探
し
あ
て
た
従
姉
妹
か

ら
電
話
が
。「
帰
る
新
幹
線
に
乗
る

た
め
に
東
口
か
ら
で
て
地
下
鉄
に

乗
っ
て
い
る
」
と
！
荷
物
は
私
の

車
の
中
。
急
ぎ
、
駐
車
場
に
向
か

う
た
め
タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
事
情

を
話
す
と
運
転
手
さ
ん
は
「
万
博

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
け
ど
夢

洲
と
新
大
阪
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路

が
大
阪
Ｉ
Ｒ
用
に
開
通
。
バ
ス
と

登
録
タ
ク
シ
ー
だ
け
が
通
過
で
き

る
。
そ
れ
で
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
。
か
く
し
て
新
大
阪
で
再

会
。
今
回
は
救
わ
れ
た
け
ど
Ｉ
Ｒ

の
事
業
が
こ
ん
な
に
進
ん
で
い
た

こ
と
に
も
び
っ
く
り
。

　

▼
富
田
林
市
は
障
が
い
者
雇
用

会
議
開
催
な
ど
を
通
じ
て
「
共
生

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
尽
力
し

て
い
る
。
一
般
雇
用
促
進
に
向
け

て
人
の
支
援
に
加
え
、「
で
き
な
い

部
分
」
を
補
い
「
で
き
る
部
分
」

を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
聴
覚
障
害
者
へ
は
音
声

認
識
Ａ
Ｉ
で
会
議
内
容
な
ど
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
化
す
る
。
視

覚
障
害
者
へ
は
書
類
な
ど
文
書
を

Ａ
Ｉ
で
音
声
に
て
説
明
す
る
。
こ

の
よ
う
に
障
害
特
性
に
応
じ
た
業

務
支
援
が
可
能
だ
。今
後
は
行
政
・

支
援
者
側
、
会
社
側
双
方
が
知
恵

を
絞
っ
て
障
壁
を
取
り
除
き
共
生

社
会
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。



標
の
「
障
が
い
者
千
人
雇
用
」

を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
今
後
、
更
な
る
雇
用
促
進

を
め
ざ
し
「
障
が
い
者
千
五
百

人
雇
用
」を
目
標
に
設
定
し
た
。

　

▽
同
市
、
市
内
事
業
所
の
取

り
組
み
：
同
市
「
使
用
済
み
パ

ソ
コ
ン
等
の
再
資
源
化
推
進
事

業
」
で
は
、
市
役
所
内
や
教
育

現
場
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
等

を
、
市
内
障
害
者
施
設
に
譲
与

し
再
資
源
化
工
程
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
自
主
製
品
「
猫
の
爪

と
ぎ
ベ
ッ
ド
」
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
段
ボ
ー
ル
や
余
剰
在
庫
生
地

を
使
用
し
て
「
富
田
林
の
ふ
る

　

歳
出
で
は
公
務
員
人
件
費
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
庁
舎
・
設
備
維

持
管
理
な
ど
総
務
費
を
筆
頭
に
、

高
齢
者
対
策
、
子
育
て
支
援
、

生
活
支
援
拡
充
な
ど
の
民
生
費
、

産
業
振
興
支
援
、
観
光
促
進
施

策
な
ど
の
商
工
費
な
ど
の
各
事

業
予
算
が
拡
大
し
て
い
る
。
主

な
事
業
予
算
は
次
の
通
り
。

　

継
続
事
業
で
は
、
仮
オ
ー
プ

　

２
月
24
日
、
富
田
林
市
は
26

年
度
一
般
会
計
５
４
５
億
１
１

０
０
万
円
の
当
初
予
算
額
を
公

表
し
た
。
予
算
規
模
は
前
年
よ

り
25
億
７
９
０
０
万
増
加
し
過

去
最
高
額
と
な
っ
た
。

　

市
税
収
入
は
前
年
よ
り
３
億

６
２
９
０
万
円
多
い
１
４
０
億

８
４
９
３
万
円
で
、
市
債
は
49

億
９
０
６
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

昨
年
度
は
「
暗
い
と
感
じ
て

い
た
道
へ
の
街
灯
設
置
」や「
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
者
へ
の
お
礼

状
作
成
」
な
ど
、
実
際
に
「
子

ど
も
の
声
が
、
ま
ち
を
動
か
し

た
」
事
例
が
い
く
つ
も
生
ま
れ

た
。

　

市
内
10
校
す
べ
て
の
小
中
学

校
の
代
表
が
２
人
１
組
で
登
壇
。

提
案
形
式
で
意
見
を
述
べ
た
。

各
校
の
提
案
内
容
、
答
弁
者
は
　

昨
年
12
月
５
日
、
富
田
林
市

は
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
障

が
い
者
雇
用
会
議
の
議
事
を
公

表
。商
工
会
な
ど
雇
用
関
係
者
、

就
労
支
援
機
関
、
障
害
者
と
そ

の
家
族
な
ど
14
名
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
障
害
者
雇
用
の

理
解
促
進
や
啓
発
な
ど
「
共
生

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
今
年

度
よ
り
開
始
し
た
も
の
だ
。
主

な
議
事
内
容
は
次
の
通
り
。

　

▽
障
害
者
就
労
状
況
：
一
般

就
労
者
・
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・

Ｂ
型
利
用
者
等
の
合
計
数
は
２

０
２
１
年
度
は
７
８
０
人
だ
っ

た
が
、
２
０
２
５
年
６
月
時
点

で
１
０
５
０
人
と
な
り
当
初
目

示
、
憩
い
の
場
設
置
、
ト
イ
レ

改
修
な
ど
を
し
て
ほ
し
い
」
▽

農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
の
観

点
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
農
業

見
学
・
参
画
の
検
討
や
、
大
野

ぶ
ど
う
広
告
の
さ
や
り
ん
バ
ス

掲
示
を
し
て
ほ
し
い
」
▽
市
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
点
か

ら
「
自
分
た
ち
が
考
え
た
作
品

さ
と
納
税
返
礼
品
」
と
し
て
販

売
す
る
な
ど
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

▽
就
労
支
援
施
策
の
紹
介
：

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
就
労
移
行
支
援
事
業
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

▽
今
後
の
予
定
：
大
阪
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
の
視
察
を

調
整
予
定
。

　

２
０
２
６
年
７
月
以
降
、
民

間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率

が
２
・
５
％
か
ら
２
・
７
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
障
害
者
の

一
般
就
労
へ
の
道
の
更
な
る
拡

大
（
企
業
側
の
受
入
れ
体
制
・

環
境
整
備
）
が
問
わ
れ
る
。
市

は
運
営
の
継
続
と
企
業
側
へ
事

例
紹
介
、
助
成
金
活
用
の
説
明

機
会
を
増
や
す
な
ど
更
な
る
拡

充
が
求
め
ら
れ
る
。 

〔
上
木
〕

ン
を
27
年
秋
頃
、
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
を
29
年
４
月
に
予
定
し

て
い
る
新
庁
舎
建
設
事
業
で
49

億
９
５
５
１
万
円
を
計
上
。
地

域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
し
た
相
談
支
援
で
７

６
６
０
万
円
を
計
上
。

　

新
規
・
臨
時
事
業
で
は
、
物

価
高
騰
対
応
食
費
支
援
と
し
て

全
市
民
へ
の
全
国
共
通
お
こ
め

券
配
布
（
一
人
当
た
り
４
４
０

０
円
）
で
６
億
４
２
５
５
万
円

を
計
上
。
中
学
校
空
調
設
備
整

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど

を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
。
子
ど

も
た
ち
は
、
提
案
や
要
望
だ
け

で
な
く
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
を
考
え
実
行
に
移
し
て
い
く

こ
と
も
意
見
表
明
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
に
対
し
、
各

部
局
の
答
弁
者
た
ち
は
市
で
実

現
に
向
け
て
意
欲
的
に
検
討
し

て
い
く
旨
を
回
答
し
た
。ま
た
、

講
評
で
古
川
市
長
は
、
自
分
た

ち
が
ま
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
自
分
事
と
し
て
深
く
考
え

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ら
の
課

題
に
取
り
組
む
主
人
公
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
。 

〔
上
木
〕

備
事
業
と
し
て
熱
中
症
対
策
な

ど
の
た
め
全
市
立
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で
３
億

６
９
９
７
万
円
を
計
上
。「
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
」
を
活
用

し
た
市
立
小
学
校
給
食
費
無
償

化
（
４
月
か
ら
）
で
２
億
４
９

２
７
万
円
を
計
上
。
地
域
経
済

活
性
化
、
市
内
事
業
者
支
援
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
発
行
で
２
億
５
１
４

０
万
円
を
計
上
。
基
幹
系
シ
ス

テ
ム
管
理
事
業
と
し
て
書
か
な

い
窓
口
の
提
供
及
び
対
象
手
続

き
の
拡
大
を
め
ざ
し
１
７
２
０

万
円
計
上
な
ど
。 

〔
上
木
〕

　

２
月
６
日
、
大
阪
狭
山
市
役

所
内
議
場
に
て
「
第
２
回
こ
ど

も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学

す
る
児
童
生
徒
が
狭
山
高
校
の

生
徒
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も

と
、
市
の
課
題
や
子
ど
も
施
策

に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
、
各

部
局
に
質
問
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
目
的
だ
。

表
の
通
り
。

　

参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、

自
ら
が
暮
ら
し

て
い
る
地
域
の

課
題
な
ど
を
素

直
に
捉
え
、
解

決
策
と
し
て
次

の
よ
う
な
提
案

を
し
た
。
▽
持

続
可
能
な
環
境

維
持
・
交
流
の

場
の
必
要
性
の

観
点
か
ら
「
公

園
の
清
掃
・
利

用
ル
ー
ル
の
掲

第三中 水と緑　豊かなまちに貢献しよう 水政策部長

西　小 給食の残食を減らすために、給食の啓発
と給食おかずコンテストを！ 教育部長

第七小 大阪狭山市の子どもも地域の人も楽しく
つながる 政策推進部長

狭山中 図書館の来館者数を増加させたい 教育部長
北　小 大阪狭山市公式HP･SNSアクセス数アップ計画！ 市民生活部長
東　小 子どもボランティア登録の仕組みづくり 政策推進部長

南一小 公園を通した地域の魅力アッププロジェ
クト

まちづくり
推 進 部 長

南二小 ポスターで啓発！さやまの魅力アップ！！ 総務部長

南三小 あまの公園スマイルアップ大作戦！ まちづくり
推 進 部 長

南中 大野ぶどうの魅力発信 市民生活部長

奥歯科クリニック



　

狭
山
公
民
館
を
拠
点
に
活
動

す
る
「
大
阪
狭
山
健
康
吹
き
矢

連
合
」。メ
ン
バ
ー
は
、
60
代
〜

86
歳
の
約
20
人
（
う
ち
７
割
が

女
性
）。

　

健
康
吹
き
矢
は
、
１
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
筒
に
息
を
吹
き
込
み
、

矢
で
的
を
狙
う
。
腹
筋
を
使
っ

た
深
い
腹
式
呼
吸
で
、
肺
の
奥

ま
で
空
気
が
入
り
、
動
脈
硬
化

の
予
防
や
腰
痛
改
善
な
ど
、
様 

々
な
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
、

全
国
的
に
愛
好
者
が
増
加
中
。

的
の
種
類
も
様
々
で
、
正
確
に

矢
を
射
る
だ
け
で
な
く
、
戦
略

的
な
面
白
さ
も
あ
る
。

　

会
は
い
つ
も
和
や
か
で
、
笑

顔
が
絶
え
な
い
。
誰
か
が
良
い

的
を
捉
え
る
と
、
拍
手
と
歓
声

が
上
が
る
。
休
憩
時
間
に
は
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ

べ
り
。「
み
な
さ
ん
と
の
お
茶
の

時
間
を
楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
」

と
笑
う
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は

「
寝
る
と
の
ど
が
詰
ま
り
、
咳

が
出
て
い
た
が
、
吹
き
矢
を
始

め
て
改
善
し
た
」「
腹
筋
を
意
識

す
る
の
で
、
姿
勢
が
良
く
な
っ

た
」
と
、
健
康
効
果
を
実
感
す

る
人
も
多
い
。
ま
た
初
心
者

で
も
す
ぐ
に
上
達
が
で
き
、

経
験
者
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
楽

し
め
る
の
も
魅
力
。

　

現
在
、
仲
間
を
募
集
中
。

月
３
〜
４
回
。
狭
山
公
民
館

で
、
日
曜
・
月
曜
・
水
曜
が

１
時
半
〜
３
時
半
。
金
曜
が

９
時
半
〜
12
時
。
好
き
な
曜

日
を
。
入
会
金
な
し
。
会
費

は
月
５
０
０
円
。無
料
体
験
・

見
学
歓
迎
。
用
具
貸
し
出
し

あ
り
。「
初
心
者
の
人
も
大
歓

迎
。
一
度
、
遊
び
に
き
て
下

　

昨
年
12
月
６
日
、
千
葉
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
第
53

回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国

大
会
」
で
富
田
林
中
学
校
・
富

田
林
高
校
の
両
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
部
が
そ
ろ
っ
て
金
賞
の
成

績
を
収
め
た
。
中
学
バ
ト
ン
部

に
お
い
て
は
出
場
以
来
初
の
金

賞
受
賞
と
な
っ
た
。

　

当
日
向
か
う
バ
ス
の
車
中
で

も
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
た
と
い

う
が
、
見
事
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

は
ね
の
け
た
。「
夏
や
忙
し
い
時

期
も
た
く
さ
ん
の
時
間
練
習
し

た
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん
だ
」

と
、
高
校
バ
ト
ン
部
キ
ャ
プ
テ

ン
の
仙
波
真
衣
さ
ん
（
２
年
）。

　

中
学
バ
ト
ン
部
キ
ャ
プ
テ
ン

の
佐
藤
未
咲
さ
ん
（
３
年
）
は

「
ぎ
り
ぎ
り
の
点
数
だ
っ
た
の

で
、
改
善
点
を
見
直
し
て
次
回

は
90
点
に
近
づ
け
た
い
」
と
更

な
る
高
み
を
目
指
す
。
全
国
大

会
に
か
け
る
熱
い
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
た
。
中
学
バ
ト
ン
部
は

昨
年
７
月
末
、
大
阪
・
関
西
万

博
に
出
演
。
そ
の
時
は
楽
し
ん

で
演
技
で
き
た
そ
う
だ
。

　

両
キ
ャ
プ
テ
ン
に
バ
ト
ン
の

魅
力
を
尋
ね
る
と
、
仙
波
さ
ん

は
「
全
員
で
集
団
美
を
見
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
」、
佐
藤
さ
ん
は

「
一
人
ひ
と
り
の
表
情
が
豊
か

で
演
技
の
世
界
観
に
引
き
込
ま

れ
る
と
こ
ろ
」
と
話
し
た
。

　

取
材
時
、
中
庭
で
高
校
バ
ト

ン
部
の
部
員
ら
が
「
お
願
い
し

　

高
辺
台
小
学
校
で
２
月
３
日
、

登
校
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
に

手
作
り
の
み
そ
汁
を
振
る
舞
う

「
た
か
べ 

み
そ
汁 

元
気
い
っ

ぱ
い
」
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
〝
寒
い
季

節
に
う
つ
む
き
が
ち
に
登
校
す

る
児
童
ら
を
元
気
づ
け
た
い
〞

と
、
地
域
の
見
守
り
隊
の
メ
ン

バ
ー
が
発
案
し
、
２
０
０
９
年

か
ら
始
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
２
月
に
３
回
実
施
し
て
い

た
が
、
以
降
は
１
回
に
。
寒
さ

厳
し
い
２
月
に
毎
年
開
か
れ
る

伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
早
朝
６
時
か
ら
富
田

林
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

と
地
域
の
人
々
が
調
理
し
、
登

校
し
て
き
た
児
童
ら
に
具
だ
く

さ
ん
の
み
そ
汁
を
提
供
。
具
材

は
豚
肉
、
白
菜
、
大
根
、
水
菜
、

ニ
ン
ジ
ン
、
油
揚
げ
、
ち
く
わ
。

体
が
温
ま
り
、栄
養
が
と
れ
て
、

児
童
も
職
員
も
朝
か
ら
元
気
に

過
ご
せ
た
だ
ろ
う
。「
子
ど
も
た

ち
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
、
教
頭
の
篠
原
賢
司
さ

ん
。

　

同
校
で
は
校
内
の
畑
で
１
年

生
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
２
年
生
は

大
根
、
４
年
生
は
ネ
ギ
、
６
年

生
は
白
菜
と
、
学
年
ご
と
に
野

菜
を
育
て
、
み
そ
汁
の
具
材
に

も
一
部
使
用
。
中
で
も
３
年
生

が
育
て
る
大
豆
は
手
作
り
み
そ

の
大
事
な
食
材
。
富
田
林
市
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
出
前

授
業
で
３
年
生
は
み
そ
作
り
を

体
験
し
、
当
日
の
み
そ
汁
に
使

用
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
長
期
に
わ
た

っ
て
関
わ
る
、
食
育
と
地
域
交

流
の
実
体
験
。
今
後
も
長
く
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
。 

〔
吉
田
〕

さ
い
！
」と
。
問
い
合
わ
せ
は
、

河
村
さ
ん
０
９
０
・
２
２
８
８
・

１
３
１
７ 

〔
山
本
〕

ま
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
号
令
を
か
け
合
い
練
習

す
る
姿
は
思
い
や
り
と
結
束
感

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
高
校
２

年
生
は
引
退
を
ひ
か
え
、
文

化
祭
で
披
露
す
る
練
習
に
打

ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
今

後
も
両
部
の
活
躍
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。「
新
入
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
！
（
経
験
問

わ
ず
）」
と
の
こ
と
。〔
吉
田
〕



　

１
月
29
日
、
大
阪
狭
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
自
転
車

新
ル
ー
ル
勉
強
会
が
同
市
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
大
野

台
２
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
。

目
的
は
26
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
「
自
転
車
に
関
す
る
改
正
道

路
交
通
法
」の
理
解
と
啓
発
だ
。

勉
強
会
は
黒
山
警
察
署
の
協
力

に
よ
り
次
の
３
つ
の
構
成
で
進

め
ら
れ
た
。

　

▽
法
改
正
後
の
自
転
車
運
転

の
注
意
事
項
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
、
一
時
停
止
で
の
安
全

確
認
、
交
通
違
反
時
の
青
切
符

導
入
を
分
か
り
や
す
く
劇
形
式

で
解
説
。

　

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
自
転

車
運
転
中
に
事
故
に
遭
い
意
識

不
明
の
重
体
か
ら
復
帰
し
た
少

年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
に
よ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
啓
発
。

　

▽
青
切
符
反
則
金
は
原
付
バ

イ
ク
と
同
様
に
16
歳
以
上
か
ら

適
用
、
自
転
車
は
車
道
左
側
を

走
行
す
る
の
が
基
本
（
13
歳
未

満
・
70
歳
以
上
、
道
路
工
事
中

は
歩
道
走
行
可
）な
ど
の
解
説
。

　

普
段
か
ら
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
市
民
63
名
が
参
加
し
、
改

正
内
容
や
注
意
事
項
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。　

 

　
　

〔
上
木
〕

　

１
月
18
日
昼
、
藤
沢
台
１
丁

目
付
近
の
道
路
で
自
動
車
と
軽

四
貨
物
車
が
す
れ
違
い
ざ
ま
に

接
触
。
軽
四
貨
物
車
の
運
転
手

は
軽
傷
。

　

１
月
19
日
夜
、
向
陽
台
１
丁

目
付
近
の
交
差
点
で
直
進
し
て

い
た
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
が
右
折

し
て
き
た
自
動
車
と
接
触
。
バ

イ
ク
の
運
転
手
が
重
傷
。

　

１
月
11
日
夜
、
60
代
男
性
が

池
之
原
３
丁
目
商
業
施
設
駐
輪

場
に
止
め
て
い
た
自
転
車
（
施

錠
な
し
）
が
盗
ま
れ
た

　

１
月
12
日
夜
、
50
代
女
性
が

東
池
尻
２
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
駐

輪
場
に
止
め
て
い
た
子
ど
も
用

自
転
車
（
施
錠
な
し
）
が
盗
ま

れ
た
。

　

１
月
23
日
朝
、
40
代
男
性
が

　

１
月
５
日
昼
、
向
陽
台
２
丁

目
付
近
の
道
路
で
、
通
行
中
の

小
学
生
女
児
４
人
が
男
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
向
け
ら
れ
る

事
案
が
あ
っ
た
。
男
は
20
〜
30

歳
位
、
色
不
明
の
帽
子
、
黒
色

ズ
ボ
ン
を
着
用
し
て
い
た
。

　

１
月
12
日
夕
方
、
池
之
原
付

近
の
住
民
の
携
帯
電
話
に
日
本

年
金
機
構
の
タ
ナ
カ
と
名
乗
る

男
か
ら
「
年
金
が
振
り
込
ま
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま

で
言
葉
巧
み
に
誘
導
さ
れ
る
と

い
う
事
案
が
あ
っ
た
。

池
尻
北
１
丁
目
の
自
宅
敷
地
内

に
止
め
て
い
た
自
転
車
（
施
錠

な
し
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
14
日
昼
、
寺
池
台
３
丁

目
の
高
齢
者
宅
へ
税
関
事
務
所

を
か
た
り
「
荷
物
を
預
か
っ
て

い
ま
す
。
１
を
押
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
電
話
が
あ
っ
た
。「
１
」
を
押

し
た
と
こ
ろ
男
性
の
声
で
「
本

人
確
認
の
た
め
、
名
前
と
年
齢

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、教
え
る
と
電
話
が
切
れ
た
。
　

２
０
０
３
年
５
月
20
日
に
行

方
不
明
に
な
っ
た
吉
川
友
梨
さ

ん
（
２
０
２
５
年
現
在
31
歳
）

の
情
報
提
供
に
関
す
る
広
報
活

動
が
２
月
20
日
、
大
阪
府
下
で

一
斉
に
行
わ
れ
た
。
黒
山
警
察

署
管
内
で
は
金
剛
駅
に
て
朝
の

通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
広
報
活

動
が
行
わ
れ
た
。「
事
件
に
関
す

る
ど
ん
な
情
報
で
も
結
構
で
す
。

お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

連
絡
先
＝
大
阪
府
泉
佐
野
警
察

署
捜
査
本
部
０
７
２
・
４
６
４
・

　

１
月
29
日
夜
、
10
代
男
性
が

く
み
の
木
７
丁
目
の
自
宅
ガ
レ

ー
ジ
内
に
止
め
て
い
た
２
５
０

㏄
バ
イ
ク
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が

盗
ま
れ
た
。

１
２
３
４
、
メ

ー
ルyuri@

poli 
ce.pref.osaka.
jp　

１
月
４
日
未
明
、
池
之
原
付

近
で
50
代
男
性
が
自
宅
の
階
段

か
ら
転
落
し
頭
部
を
打
っ
た
。

　

１
月
15
日
昼
、
半
田
付
近
で

80
代
男
性
が
歩
行
中
に
つ
ま
ず

い
て
転
倒
し
背
骨
を
圧
迫
骨
折
。

　

１
月
上
旬
昼
、
加
太
付
近
の

共
同
住
宅
に
住
む
母
親
の
安
否

確
認
を
息
子
が
要
請
。
救
助
隊

が
駆
け
つ
け
た
が
玄
関
が
閉
ま

っ
て
い
た
た
め
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

部
屋
に
入
っ
た
が
母
親
は
外
出

中
で
あ
っ
た
。
後
に
無
事
を
確

　

１
月
８
日
夜
、
寺
池
台
４
丁

目
付
近
の
団
地
駐
輪
場
に
施
錠

し
て
止
め
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
タ

イ
プ
の
自
転
車
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
29
日
夜
、
向
陽
台
３
丁

目
付
近
の
商
業
施
設
駐
輪
場
に

施
錠
な
し
で
止
め
て
い
た
ス
ポ

ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
が
盗
ま

れ
た
。

認
し
た
。



　

26
日
、
２
時
半
か
ら
、
さ
や

か
ホ
ー
ル
地
下
１
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、「
う
た
ご
え

喫
茶part.68

」が
開
催
さ
れ
る
。

　

ピ
ア
ノ
の
生
伴
奏
で
、
懐
か

し
の
叙
情
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
・
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
皆
で
歌
う
。

歌
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
。
参
加
費

千
円
（
当
日
１
３
０
０
円
。
介

助
が
必
要
な
人
の
付
き
添
い
は

４
０
０
円
）。
申
し
込
み
は
音
楽

愛
好
家
協
会
こ
ん
ご
う
０
８
０ 

・
３
７
７
１
・
４
８
５
６

　

22
日
２
時
か
ら
、
さ
や
か
ホ

ー
ル
地
下
１
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
「
第
４
回
大
人
の

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
愛
好
家
ら

に
よ
る
演
奏
。「tutti

さ
や
ま
」

に
よ
る
ミ
ニ
キ
ー
ボ
ー
ド
合
奏

『
こ
の
木
な
ん
の
木
』『
目
覚
め

よ
と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
』、
女
声

合
唱
「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ
」

に
よ
る『
君
を
の
せ
て
』『
チ
ム
・

チ
ム
・
チ
ェ
リ
ー
』、
ピ
ア
ノ
独

奏
『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』『
幻
想

曲
さ
く
ら
さ
く
ら
』
他
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
男

声
合
唱
な
ど
も
。
入
場
無
料
。

音
楽
愛
好
家
協
会
こ
ん
ご
う
０

８
０
・
３
７
７
１
・
４
８
５
６

　

２
月
18
日
、
大
阪
狭
山
市
と

株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
（
東
京

都
墨
田
区
）
は
、
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
に
施
設
の
一
時
使

用
及
び
避
難
者
へ
の
運
動
支
援

の
提
供
等
に
関
し
て
「
災
害
発

生
時
等
に
お
け
る
施
設
利
用
及

び
避
難
所
に
お
け
る
運
動
支
援

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
。

同
社
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
＆
サ

ウ
ナ　

ル
ネ
サ
ン
ス
狭
山
24（
東

く
み
の
木
）を
運
営
し
て
い
る
。

　

内
容
は
次
の
通
り
▽
一
時
避

難
場
所
と
し
て
の
使
用
▽
車
両

避
難
場
所
と
し
て
の
使
用
▽
シ

ャ
ワ
ー
施
設
の
使
用
▽
避
難
者

へ
運
動
支
援
▽
市
が
実
施
す
る

防
災
啓
発
事
業
ま
た
は
防
災
訓

練
等
へ
の
参
加
協
力
。 〔
上
木
〕

★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
狭
山
第

１
団
」。
現
在
、
小
学
１
年
〜
高

校
３
年
生
ま
で
の
26
人
（
う
ち

女
子
13
人
）
が
、
活
動
し
て
い

る
。

　

同
団
で
は
、
自
分
で
考
え
て

行
動
で
き
る
、
社
会
に
役
立
つ

人
間
を
育
成
す
る
こ
と
を
、
大

き
な
目
標
と
し
て
い
る
。
大
阪

狭
山
市
立
市
民
ふ
れ
あ
い
の
里

を
拠
点
に
、
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
、自
然
の
中
で
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
年
齢
の
異
な
る
仲
間

達
と
共
に
、
集
団
行
動
を
通
じ

て
、
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
を

考
え
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で

き
る
の
か
を
学
ぶ
。

　

中
学
生
・
高
校
生
に
な
る
と
、

自
転
車
で
び
わ
湖
一
周
や
、
日

本
ア
ル
プ
ス
登
山
な
ど
の
壮
大

な
イ
ベ
ン
ト
を
、
自
分
達
で
計

画
し
、
実
行
す
る
。
野
外
活
動

を
積
み
重
ね
る
中
で
、
自
分
が

出
来
る
こ
と
を
増
や
し
、
他
人

を
思
い
や
る
心
や
忍
耐
力
、
計

画
を
実
行
す
る
精
神
力
・
集
中

力
な
ど
が
、自
然
と
身
に
つ
く
。

　

ま
た
、
狭
山
池
ク
リ
ー
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
や
狭
山
池
ま
つ
り
な

ど
に
も
参
加
し
、
地
域
へ
の
貢

献
も
し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
募
集
中
。月
１
回
、

日
曜
日
に
活
動
中
。
主
な
対
象

は
、
小
学
１
年
〜
中
学
３
年
の

男
女
。
大
阪
狭
山
市
以
外
の
子

も
歓
迎
。
見
学
・
無
料
体
験
も

随
時
。
問
い
合
わ
せ
は
、
樋
口

さ
ん
０
９
０
・
６
６
７
５
・
５

１
９
７ 

〔
山
本
〕



市外局番
おまちがえなく！ E-mail:kongou@community2525.com

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

台・Y.Mさん）

★WBCを楽しみにしていたのに、地
上波で見られないなんて最悪です。
（西山台・M.Yさん）

★昨年末バイクが盗難に遭いました、
黒山警察に被害届を出して２週間経
過した頃、富田林警察から連絡があ
り、「オタクのバイク見つかりまし
た。でも、車体がピンクから黒に塗
り替えられている」と。修理に８万
円！さすが、日本の警察です。よく
ぞ見つけくれました。（今熊・T.Nさ
ん)

★確定申告、いつも３月に入ってから
ギリギリで提出するのですが今回は
受付開始とほぼ同時に提出しまし
た！自分を褒めてあげたいです（笑）
（大野東・Y.Iさん）

★確定申告は数年前からパソコンでし
ています。税務署へ出向かなくてよ
いし、書類の添付も不要でとてもス
ムーズで便利ですね。（美山台・Y.Y
さん）

★２月の暖かい日に主人と泉北宮山台
の荒山公園の梅を見に行きました。
ロウバイが大好きな私達は、公園内
にあるロウバイ一本一本の前で立ち
止まり香りを感じて癒やされており
ました。毎年、奇麗に咲かせていた
だき関係者のみなさま、感謝してお
ります！（くみの木・よんさん）

★先日の降雪のため道路で滑り膝を打
撲しました。大したことがなかった
ので良かったですが。（東くみの木・
M.Sさん）

★近大病院が遠くなり自転車の駐輪場
まで有料。待合室も狭くて座れない
ときがある。（西山台・F.Kさん）

★日課の散歩コースに梅の木があり、
花の開花状況を毎日楽しんでいま
す。（藤沢台・クッキーさん）

★子どもがインフルエンザA、B両方
になってしまい大変でした。（津々山

　桜はクビアカの被害を受けながら
も、しっかりつぼみを付けています。
　梅はあともう少しかな。（晴美台・ま
るこさん）

★がんこ大阪狭山店が２月23日で閉店
と貼り紙がありました。残念です。
長い間ありがとう。（半田・なべさん）

★この間、久しぶりに雪が降って子ど
もたちが喜んで雪だるまを作ってい
ました。大人は嫌だけれど子どもは
うれしそうでした。（池尻自由丘・ゆ
っぴーさん）

★予報通り、大雪が降った翌日、なか
なかとけない家の前の道。慎重を期
して原付バイクをやめて徒歩で出か
けた。
　　いつもは見る事もなく通り過ぎる
道の脇に大きいのやら小さいのやら
いくつもの雪だるまが並んでいた。
雪の被害も耳にするのだが、これく
らいの雪ならたまにはいいものだ。
（伏山・M.Hさん）

★滝畑ダムが干からびてきました。ダ
ムに流れ込む河川も干からびていま
す。大阪府内のため池も同様で畑の
水不足が深刻になってきました。そ
れでも水が満杯の池がいくつかある
のですが、住宅の排水が流れ込んで
いるようです。今後の雨に期待しま
す。（Taniさん）

★雪の日、狭山池を散歩しました。雪
だるまを作ったり、土手でソリ遊び
をしている子どもたちがいて、楽し
そうでした。
　　池を見ていると、カモが一列に岸
に沿ってずらっと並んで休んでいま
した。



A
D

G

B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は３月26日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

◆ポータブルトイレ（未使用、茶色）を
１万円で取りに来られる方に譲りま
す。
 （大野台・中井 ☎070-8822-1758）
◆ラグ（未使用、幅180×奥行180cmく
らい、裏面に滑り止めつき）を5000円
で取りに来られる方に譲ります。
 （狭山・高橋 kaori195877@ezweb.
ne.jp、☎090-3866-5496）

◆中型犬用マナーベルト３枚（１枚使
用で２枚は未使用、ネイビー・グレ
ー・ダークグレー）を

 ▷ペティオの介護用ハーネス（数回
使用＜美品＞、Lサイズ）を
 ▷ペット用バギー（半年使用、ブラ
ウン、耐荷重15kg）を

 いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。
 （東くみの木・カトウ hanahomare

 519@gmail.com）
◆パナソニックの食洗機（卓上型、５年
前に購入＜２か月使用＞）を無料で
取りに来られる方に譲ります。

 （狭山・田中 ☎090-9257-2976）

◆カーメイトのチャイルドシート（AL
 C351、エールべべ・グローバ、色＝ヴ
ィオラブラウン）を2000円で取りに
来られる方に譲ります。

 （ 藤沢台・ky k_h@art.zaq.jp、☎
090-3672-2944）

◆ゴルフクラブのフルセット（キャデ
ィバッグ・追加のパター２本と未使
用ボール２ダースつき）を5000円で
取りに来られる方に譲ります。
 （桜ケ丘町・川﨑 ☎090-9613-7955）
◆ハイセンスの洗濯機（5.5kg、白色、新
品を４年前に購入）を5000円で取り
に来られる方に譲ります。
 （寺池台・泰山 ny.donguri.8@gmail.
 com、☎090-3036-8935）

◆ブリヂストンの22インチ自転車（20
 19年購入＜数回使用＞、ラベンダー
色）を5000円で譲ります。受け渡しは
要相談。

 （須賀・M saetiko@ymail.ne.jp）

◆アンパンマンのおまる（便座に設置
する部分のみ、未使用のトレーニン
グパンツつき）を500円で
 ▷アンパンマンの補助椅子を1000円
で

 ▷ベビーチェア２つ（テーブル取り付
け型でミッキーと紺の星柄）を100円で

 ▷ベッドメリー（美品）を1000円で
 ▷タッパーウェーブの５つセット（美
品）を1000円で

 取りに来られる方に譲ります。クレ
ーム・リターン・キャンセルはお断り
致します。

 （寿町・リン ☎090-9169-0705）

◆事務机、学習机を無料で譲ってくだ
さい。取りに伺います。

 （今熊・藤川 ☎090-4563-0775＜ショ
ートメールのみ＞）

◆保育園で使用する敷き布団か薄型マ
ットレスを２枚（１枚でも可）を無料
か格安で譲ってください。取りに伺
います。

 （津々山台・中川 ☎080-2541-1727）
◆屋外収納庫（幅100×高さ170cmくら
い）を無料で譲ってください。取りに
伺います。

 （寺池台・平松 ☎080-1487-9192）

◆炊飯器（５合位）を無料で譲ってくだ
さい。取りに伺います。

 （美原区大饗・林 ☎080-4024-7888）

E-mail : recycle@community2525.com

掲載無料のリサイクル掲載無料のリサイクル

ホームページにすぐ掲載！ 申し込みはこちら

午前9時半～午後5時 受付、土・日および月が祝日の場合休み





　

金
剛
駅
東
口
か
ら
徒
歩
４
分

の
「
小
顔
美
療
整
体
サ
ロ
ン
Ａ

Ｑ
Ｕ
Ａ

－

Ｂ
」
０
７
２
・
３
６

０
・
０
５
５
０
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
３
周
年
を
迎
え
た
。
昨
年
の

周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
好
評
に

応
え
て
今
年
も
記
念
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
す
る
。

　

「
切
ら
な
い
入
れ
な
い
小
顔

リ
フ
ト
」
は
、
脂
肪
吸
引
や
糸

リ
フ
ト
な
ど「
切
る
」「
入
れ
る
」

の
美
容
整
形
に
抵
抗
が
あ
る
人

の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
美
顔
リ

フ
ト
ア
ッ
プ
術
。
年
齢
と
と
も

に
目
立
っ
て
き
た
た
る
み
な
ど

緩
ん
で
し
ま
っ
た
フ
ェ
イ
ス
ラ

イ
ン
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
。

小
顔
矯
正
・
姿
勢
改
善
で
定
評

あ
る
「
た
く
先
生
」（
鍼

師
・

柔
道
整
復
師
）
が
痛
み
の
な
い

施
術
で
骨
格
の
土
台
か
ら
引
き

上
げ
る
。

　

４
月
末
ま
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
見
て
」
と
の
予
約
で
通
常

２
万
２
千
円
が
65
％
オ
フ
の
７

７
０
０
円
に
。
同
時
に
整
体
ま

た
は
美
容
鍼
プ
ラ
ス
で
９
８
０

０
円
の
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
も
。

メ
ニ
ュ
ー
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

大
野
台
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ（
ガ
ク
）」０
７
０・

９
０
５
４
・
７
６
１
１
が
昨
年

開
学
し
た
。
大
阪
狭
山
市
で
民

間
の
学
習
塾
が
設
立
し
た
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
は
初
め
て
。現
在
、

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
を

対
象
に
利
用
者
を
募
集
中
。

　
　
　
　
　

　

教
員
歴
20
年
、
教
育
セ
ン
タ

ー
で
４
年
務
め
現
役
教
員
の
塩

見
陽
介
さ
ん
が
担
当
。
個
別
学

か
ら
。
営
業
時

間
10
時
〜
19
時
。

不
定
休
。〔
横
山
〕

習
空
間
な
ど
塾
だ
か
ら
で
き
る

学
習
サ
ポ
ー
ト
や
生
活
を
支
援

す
る
。

　

開
室
日
は
月
水
金
10
時
〜
14

時
半
。
見
学
や
体
験
、
そ
の
ほ

か
の
質
問
な
ど
「
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」
と
、

塩
見
さ
ん
。
詳

細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。〔
横
山
〕

　

金
剛
駅
徒
歩
４
分
の
地
で
、

「
エ
ア
ー
ズ
シ
テ
ィ
金
剛
」
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
全
53
区

画
、
全
邸
１
４
５
平
方
メ
ー
ト

ル
超
と
い
う
規
模
と
、
ゆ
と
り

を
兼
ね
備
え
た
街
づ
く
り
は
こ

の
エ
リ
ア
で
30
年
ぶ
り
。
駅
近

立
地
で
は
希
少
性
の
高
い
分
譲

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
関
心
を

集
め
て
い
る
。

　

３
月
13
日
に
造
成
完
了
予
定

で
、
建
築
は
６
月
か
ら
順
次
始

ま
る
見
込
み
。
病
院
や
買
い
物

施
設
も
身
近
に
あ
り
、
生
活
利

便
に
も
優
れ
る
。
さ
ら
に
、
セ

コ
ム
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

標
準
採
用
し
、
防
犯
面
に
も
配

慮
。
駅
近
、
広
さ
、
安
心
を
備

え
た
新
た
な
街
が
誕
生
す
る
。

　

現
在
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
公

開
中
。
フ
ジ
住

宅
０
１
２
０
・

24
・
０
４
１
３

 

〔
横
山
〕

　

鉢
ヶ
峯
寺
に
あ
る
「
堺
公
園

墓
地
」
０
７
２
・
２
９
２
・
７

４
５
５
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
１
９
６
３
年
開
設
の
市

民
の
安
ら
ぎ
の
場
。
広
い
敷
地

に
霊
堂
や
駐
車
場
な
ど
の
設
備

が
整
い
、
春
は
桜
が
美
し
い
。

　

霊
堂
管
理
棟
１
階
に
あ
る
35

畳
の
和
室
は
手
軽
な
料
金
で
利

用
可
能
な
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
。

中
央
で
仕
切
り
、
半
室
で
の
使

用
も
可
能
。
室
内
で
の
飲
食
も

可
能
で
、
仕
出
し
や
食
事
の
デ

リ
バ
リ
ー
の
紹
介
・
利
用
に
も

対
応
し
て
い
る
。
法
事
や
納
骨

の
ほ
か
、
お
茶
会
や
趣
味
の
集

い
、
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
、
子
ど
も

連
れ
の
集
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
幅
広
い
用
途
に
お
す

す
め
。
予
約
は
希
望
日
の
２
か

月
前
か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け
。

料
金
な
ど
詳
し
く
は
管
理
事
務

所
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
＝
９
時

〜
17
時
。
駐
車

場
あ
り
。〔
元
村
〕



講
座
「
い
き
い
き
健
康
リ
ズ
ム

体
操
部
」
の
無
料
体
験
会
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。
25
日
３

時
、
南
図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
実

施
す
る
。
参
加
に
は
電
話
（
０

７
２
・
２
９
９
・
１
４
５
４
）

で
事
前
予
約
が
必
要
。
締
め
切

り
は
21
日
３
時
。
当
日
は
運
動

で
き
る
服
装
と
靴
を
着
用
、
大

き
め
の
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
、
飲
み
物
持
参
で
。

　

同
講
座
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

基
礎
と
な
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
体

操
を
ベ
ー
ス
に
、
音
楽
に
合
わ

せ
体
を
動
か
し
て
い
く
。
身
体

ほ
ぐ
し
、
筋
力
ア
ッ
プ
・
脳
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
時
に
は
ボ
ー

ル
な
ど
道
具
を
使
い
、
最
後
は

ス
ト
レ
ッ
チ
で
気
持
ち
よ
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
体
操
が
初

め
て
の
人
も
大
歓
迎
。
丁
寧
な

指
導
の
た
め
安
心
し
て
始
め
ら

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
づ
み
健
老
大

学
で
は
、
各
分
野
で
実
績
あ
る

講
師
陣
が
16
の
本
科
講
座
を
開

講
。
現
在
、
５
月
か
ら
の
新
入

生
を
募
集
中
。
入
学
願
書
を
４

月
18
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

同
大
学
は
、
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
非
営
利
で
運
営
さ
れ
る
。

年
齢
や
修
了
年
に
制
限
は
な
く
、

希
望
す
れ
ば
何
年
で
も
在
籍
し
、

複
数
講
座
の
受
講
が
可
能
。
講

座
体
系
を
、
本
科
と
短
科
の
２

種
類
提
供
す
る
。

　

本
科
講
座
は
、
充
実
の
90
分

授
業
を
年
間
24
回
実
施
。
水
曜

（
絵
画
研
究
、
歴
史
学
、
英
語

午
前
・
午
後
、
太
極
拳
１
・
２
、

い
き
い
き
健
康
リ
ズ
ム
体
操
）、

木
曜
（
陶
芸
、
墨
彩
画
、
初
級

英
語
）、金
曜（
書
道
漢
字
午
前
・

午
後
、
書
道
か
な
）、
土
曜
（
絵

画
１
、
木
彫
工
芸
、
俳
句
）
に

各
専
門
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る
。

　

本
科
年
間
受
講
料
は
、
５
万

５
２
０
０
円
、
４
月
と
10
月
の

２
回
に
分
け
て
支
払
う
（
２
万

７
６
０
０
円
ず
つ
）。
本
科
２
講

座
目
か
ら
半
額
。
夫
婦
で
の
受

講
は
、そ
れ
ぞ
れ
10
％
割
引
き
。

入
学
金
５
千
円
別
途
必
要
。

　

短
科
講
座
は
、
１
〜
10
回
で

完
結
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
が

そ
ろ
い
、
こ
ち
ら
も
好
評
だ
。

６
月
開
講
（
前
期
後
期
あ
り
）、

本
年
度
募
集
要
項
を
前
期
は
４

月
に
発
表
す
る
。

　

本
年
度
入
学
に
向
け
て
、
学

生
募
集
説
明
会
を
泉
ヶ
丘
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
４
階
で
、
３
月
・
４

月
の
第
２
・
第
３
週
の
水
と
金

曜
日
３
〜
４
時
に
実
施
。

　

ま
た
、
新
規
開
講
す
る
本
科

　

29
日
、
富
田
林
市
を
中
心
に

活
動
す
る
女
声
コ
ー
ラ
ス　

ヴ

ィ
オ
レ
ッ
タ
が
「
35
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
。

会
場
は
す
ば
る
ホ
ー
ル
２
階
ホ

ー
ル
。
開
演
２
時
（
開
場
１
時

半
）。
入
場
無
料
。「
お
気
軽
に
ご

来
場
下
さ
い
」
と
。

　

４
部
構
成
で
思
い
入
れ
の
あ

る
曲
を
披
露
す
る
。
渾
身
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
期
待
を
。

　

指
揮
山
田
緑
さ
ん
。
ピ
ア
ノ

小
林
響
子
さ
ん
。
ゲ
ス
ト
山
田

大
智
さ
ん
（
バ
ス
バ
リ
ト
ン
）。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
▽
女
声（
同
声
） 

合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
日

本
・
四
季
の
旅
」
山
中
惇
史
編

曲
▽
「
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ソ
ロ
ス

テ
ー
ジ
」
▽
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ

イ
ト
」「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」「
す

べ
て
の
山
に
登
れ
」
ほ
か
▽
女

声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
弓

春
の
賦
」
与
謝
野
晶
子
作
詩
・

鈴
木
輝
昭
作
曲
。
問
い
合
わ
せ

０
９
０
・
９
９
８
１
・
６
６
６

０
（
南
部
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　

15
日
に
堺
自

　
　
　
　
　
　
　

然
ふ
れ
あ
い

の
森
。
９
時
半
に
堺
自
然
ふ
れ

あ
い
の
森
１
階
広
場
集
合
。
雨

天
中
止
。
な
る
べ
く
事
前
申
し

込
み
。
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
筆
記

具
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど
持
参
。

参
加
費
１
０
０
円
（
会
員
は
無

料
）。
横
島
さ
ん
０
７
２
・
２
９

９
・
２
３
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
泉

北
ウ
ォ
ー
ク
⑭
天
野
山
金
剛
寺

コ
ー
ス
。
初
級
。
南
海
泉
北
線

泉
ケ
丘
駅
に
８
時
集
合
。
雨
天

中
止
。
会
員
外
の
人
は
事
前
に

連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以
下
の

人
。
福
田
（
員
）
さ
ん
０
８
０
・

３
７
９
６
・
３
６
５
９

　

22
日
に
二
上
山
。
初
級
。
二

上
山
駅
出
口
に
９
時
50
分
集
合
。

雨
天
中
止
。
会
員
外
の
人
は
事

前
に
連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以

下
。
川
原
さ
ん
０
９
０
・
５
４

６
０
・
５
９
５
９

れ
る
。

　

各
講
座
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttps://izum

ikenrou.co 
m
/schedule.htm

l

を
。

　

問
い
合
わ
せ
と
資
料
請
求
は

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
９

９
・
１
４
５
４
（
第
２
・
第
３

週
水
〜
土
の
10
時
〜
３
時
）

　

錦
織
公
園
で
は
「
第
15
回
錦

織
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
中
。

　

公
園
や
地
域
で
活
躍
す
る
里

山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

を
目
指
す
３
日
間
の
講
座
。
錦

織
公
園
を
教
材
に
、
里
山
の
管

理
や
生
き
物
の
た
め
の
森
づ
く

り
に
つ
い
て
座
学
と
実
習
を
通

じ
て
学
ぶ
。

　

修
了
者
に
は
錦
織
公
園
か
ら

修
了
証
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
多

く
が
錦
織
公
園
の
里
山
保
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
錦
織
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
」と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

「
錦
織
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
は

２
０
１
３
年
よ
り
活
動
を
開
始

し
、
皆
が
安
心
し
て
楽
し
め
る

公
園
環
境
を
守
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
主
に「
梅
の
里
」

周
辺
の
樹
林
と
「
中
の
谷
」
の

竹
林
の
整
備
を
行
い
、
毎
月
開

催
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
「
森
の
実

習
隊
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

で
興
味
の
あ
る
人
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
園
内
で
採
れ
た
間
伐

材
を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
手
伝
い
や
パ
ー
ク
フ
ェ
ス

タ
で
の
出
展
な
ど
も
行
う
。
▽

講
座
日
＝
５
月
30
日
・
６
月
13

日
・
６
月
27
日
。
各
日
10
時
〜

３
時
半
。
雨
天
決
行
。
公
園
管

理
事
務
所
に
集
合
。
受
講
料
３

千
円
（
全
３
日
６
回
分
）
対
象

18
歳
以
上
。
定
員
先
着
５
名
。

応
募
締
め
切
り
５
月
10
日
。
詳

細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
錦
織
公

園
管
理
事
務
所

０
７
２
１
・
24 

・
１
５
０
６

　

18
日
〜
22
日
、
10
時
〜
５
時

（
初
日
は
１
時
か
ら
、
最
終
日

は
４
時
ま
で
）、
さ
や
か
ホ
ー
ル

１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
、「
第
４
回

М
О
Ａ
絵
画
展
」
を
開
催
。
大

阪
千
代
田
短
期
大
学
の
地
域
教

育
・
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
油

絵
講
座
（
講
師
・
谷
山
育
さ
ん
）

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
油
絵
展
。

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
浅

江
さ
ん
０
９
０
・
７
３
５
２
・

０
０
６
０

可
、
申
し
込
み
１
人
に
つ
き
１

枚
必
要
。
送
付
先
は
〒
５
９
０

－

０
１
１
３ 

堺
市
南
区
晴
美
台

４
丁
２
番
２
号
／
帝
塚
山
学
院

大
学
・
社
会
連
携
機
構
事
務
室

宛
ま
で
。
ま
た
は
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
に
必

要
事
項
を
入
力
し
送
信
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルm

sk@
tez 

uka-gu.ac.jp
、
電
話
は
同
大
学

社
会
連
携
機
構
事
務
室
０
７
２
・

　

帝
塚
山
学
院
大
学
は
、
26
年

度
公
開
講
座
「
元
気
で
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
す
た
め
の
心
理
学
」

を
５
月
13
・
20
・
27
日
、
６
月

10
・
17
日
の
11
時
10
分
〜
12
時

50
分
に
晴
美
台
の
同
大
学
に
て

開
講
。
受
講
料
は
３
千
円
（
全

５
回
）。
申
し
込
み
は
３
月
19
日

ま
で
、
応
募
多
数
は
抽
選
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
体
だ
け
で

２
４
７
・
４
５

６
７
（
月
〜
金

９
時
〜
４
時
50

分
）

な
く
、
心
も
健
康
で
あ
る
た
め

に
、
老
年
期
の
弱
点
と
長
所
を

知
り
、
楽
し
く
幸
せ
に
過
ご
す

コ
ツ
を
つ
か
む
心
理
学
講
座
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
①
氏
名
②
氏
名
（
カ
ナ
）
③

郵
便
番
号
④
住
所
⑤
電
話
番
号

⑥
携
帯
電
話
番
号
⑦
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
任
意
）
⑧
年
齢
（
任

意
）
を
明
記
し
郵
送
。
持
参
不



を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
期
間
中
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
。
３

月
28
日
、
11
時
か
ら
、
大
阪
狭

山
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
さ
や
ま

日
和
」
の
試
飲
会
（
先
着
順
。

な
く
な
り
次
第
終
了
）。
開
花
状

況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。
産
業
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
０
７
２
・
３
６
６
・
０

０
１
１

　

（
河
内
長
野
駅
か

ら
徒
歩
８
分
）
▽
奥
河
内
さ
く

ら
公
園
の
愛
称
で
も
親
し
ま
れ

る
同
公
園
に
は
５
０
０
本
の
桜

が
植
え
ら
れ
、
満
開
時
に
は
公

園
全
体
が
桜
色
に
染
ま
る
。
新

河
内
長
野
八
景
に
も
選
出
さ
れ

て
い
る
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
３
月
20
日
〜
４
月
12
日
夜

６
〜
９
時
。
和
傘
を
使
っ
た
オ

ブ
ジ
ェ
も
。
４
月
５
日
、
10
時

〜
３
時
、
展
望
休
憩
所
さ
き
て

ら
す
で
、「
さ
き
て
ら
す
桜
ま
つ

り
」
を
開
催
。
荒
天
中
止
。
長

野
公
園
管
理
事
務
所
０
７
２
１ 

・
62
・
２
７
７
２

　

（
河
内
長
野

駅
か
ら
南
海
バ
ス
「
天
野
山
」

下
車
す
ぐ
）
▽
境
内
や
周
辺
は

「
大
阪
み
ど
り
の
百
選
」
に
選

出
。
境
内
の
大
き
な
し
だ
れ
桜

は
圧
巻
で
、
隠
れ
た
桜
の
名
所

と
な
っ
て
い
る
。
境
内
を
流
れ

る
渓
流
に
沿
っ
て
咲
く
桜
並
木

も
美
し
い
。
０
７
２
１
・
52
・

２
０
４
６

　

（
河
内
長
野
駅
よ
り

南
海
バ
ス
「
観
心
寺
」
下
車
）

▽
関
西
花
の
寺
二
十
五
番
霊
場
。

境
内
に
１
０
０
本
以
上
の
桜
。

０
７
２
１
・
62
・
２
１
３
４

　

（
天
見
駅
下
車
す

ぐ
）
▽
天
見
駅
遊
歩
道
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
や
山
桜
な
ど
の
並
木

が
続
く
。
４
月
中
旬
に
は
ボ
タ

は
、
高
校
生
以
上
３
０
０
円
。

昼
間
入
園
し
た
人
は
、
レ
シ
ー

ト
で
再
入
場
可
。
０
７
２
１
・

63
・
８
７
３
９

　

（
河
内
長
野
駅

か
ら
南
海
バ
ス
「
赤
嶺
」
下
車
）

▽
池
の
外
周
に
花
見
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
。
同
時
期
に
咲
く
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
や
隣
接
す
る
桃
園
の
モ

モ
の
花
も
美
し
い
。
同
公
園
管

理
事
務
所
０
７
２
１
・
56
・
２

１
１
１

　

▽
貴
志
大
橋
か

ら
新
北
橋
に
か
け
て
は
「
桜
づ

つ
み
」
と
呼
ば
れ
、
１
０
０
メ

ー
ト
ル
以
上
の
桜
並
木
が
続
く
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
芝
生

の
広
場
も
あ
り
。

　

▽
新
家
交
差
点
か
ら

木
材
団
地
方
面
へ
向
か
う
国
道

３
０
９
号
は
、
美
し
い
桜
の
ト

ン
ネ
ル
に
。

　

（
金
剛
駅
か
ら
東

へ
徒
歩
15
分
）
▽
寺
池
周
辺
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
見
事
。

　

４
月
５
日
10
時
〜
15
時
「
桜

ま
つ
り
」。
公
園
内
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
の
出
店
。
金

剛
団
地
自
治
会
０
７
２
１
・
28 

・
２
１
２
９

　

昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で

寄
せ
書
き
を
通
し
て
交
流
を
図

っ
た
桧
尾
俊
明
さ
ん
（
88
歳
・

津
々
山
台
）
の
〝
万
博
ポ
ン
チ

ョ
〞
が
２
月
中
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｌ

で
展
示
さ
れ
た
。
桧
尾
さ
ん
は

市
協
力
の
も
と
、「
富
田
林
テ
レ

ビ
」（
愛
称
と
ん
テ
レ
）
に
出
演

ン
桜
も
。

　

（
河
内
長
野
駅

か
ら
バ
ス
で
15
分
「
上
高
向
」

ま
た
は
「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
」
下
車
）
▽
園
内
に
は
約
20

種
類
２
２
０
本
の
桜
。
中
央
に

あ
る
10
本
の
し
だ
れ
桜
は
見
ご

た
え
あ
り
。

　

３
月
28
日
・
29
日
、
４
月
４

日
・
５
日
、
午
後
５
時
半
〜
９

時
（
最
終
入
園
８
時
半
）、
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
夜
間
入
園
料

　

（
大
阪
狭
山
市
駅
よ

り
西
へ
徒
歩
12
分
）
▽
狭
山
池

公
園
は
「
日
本
の
歴
史
公
園
１

０
０
選
」
に
選
出
。
池
の
周
囲

２
・
８
キ
ロ
の
周
遊
路
に
約
１

３
０
０
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。
早
咲
き
の
コ
シ
ノ
ヒ
ガ

ン
が
多
く
、
３
月
下
旬
か
ら
開

花
が
見
ら
れ
、
府
内
で
最
初
に

花
見
が
出
来
る
名
所
と
し
て
人

気
。
同
時
期
に
咲
く
狭
山
池
博

物
館
周
辺
の
白
い
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

も
美
し
い
。
そ
の
後
、
ベ
ニ
シ

ダ
レ
な
ど
八
重
桜
が
開
花
。
４

月
中
旬
ま
で
楽
し
め
る
。

　

ま
た
、
３
月
27
日
〜
４
月
７

日
（
開
花
状
況
に
よ
っ
て
前
後

あ
り
）、「
２
０
２
６
桜
ま
つ
り

〜
春
」
を
開
催
。
日
没
〜
午
後

10
時
、
狭
山
池
北
堤
の
桜
並
木

□

　

　

正
解
は
「
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
高
橋
昂
也
（
東
野
西
）
▽
瀧

井
重
子
（
新
檜
尾
台
）
▽
山
本

裕
子
（
室
堂
町
）

　
　

正
解
は
「
カ
ク
テ
イ
シ
ン

コ
ク
」
で
し
た
。
次
の
３
名
に

ギ
フ
ト
券（
千
円
）を
進
呈〈
敬

称
略
〉
▽
美
野
光
夫
（
弥
生
町
）

▽
石
崎
や
よ
い
（
大
野
東
）
▽

角
本
邦
恵
（
久
野
喜
台
）

　

今
週
末
に
発
送
予
定
。

方
、
初
心
者
歓
迎
、
見
学
可
。

親
切
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

活
動
日
＝
第
１
・
第
３
火
曜

日
１
時
〜
４
時
。
会
費
＝
月
２

５
０
０
円
。
入
会
金
な
し
。
見

学
の
際
は
事
前
に
連
絡
を
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
七
里
０
９
０ 

・
６
０
５
０
・
４
５
５
７

　

（
滝
谷
駅
か
ら
東

へ
徒
歩
20
分
・
近
鉄
滝
谷
不
動

駅
か
ら
西
へ
徒
歩
20
分
）
▽
園

内
の
中
央
に
あ
る
桜
木
の
里
に

は
、
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
約
60
本
と

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
約
２
４
０
本
が

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
く
。
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
も
園
内
の
至
る
所
に
。

同
公
園
管
理
事
務
所
０
７
２
１ 

・
24
・
１
５
０
６

　

（
近
鉄
滝
谷
不
動

駅
か
ら
徒
歩
15
分
）
▽
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
な
ど
が
山
肌
一
面
に
咲

き
乱
れ
、
丘
が
桜
色
に
染
ま
る

富
田
林
髄
一
の
名
所
。

す
る
こ
と
が
決
定
。
本
番
に
向

け
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
。
生
放
送
へ
の
緊
張
は
あ

り
つ
つ
も
「
こ
ん
な
幸
せ
な
こ

と
は
な
い
」
と
、
感
謝
し
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
放
送
で
は
万

博
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
が
語

ら
れ
る
。17
日
午
後
４
時
半
〜
、

Y
ouT
ube

お
よ
びO

SA
K
A
 

K
O
U
M
IN

で
ラ
イ
ブ
配
信
。
見

逃
し
た
場
合
はY

ouT
ube

で
随

時
視
聴
可
能
。

　

大
阪
狭
山
市
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
水

彩
画
を
始
め
ら
れ
た
方
、
楽
し

く
自
分
の
作
品
を
制
作
し
た
い

　

桃
山
学
院
大
学
は
24
日
10
時

〜
３
時
、
高
校
生
・
中
学
生
を

主
な
対
象
と
し
た
体
験
型
進
路

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま
な
び
フ

ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
を
開
催
す

る
。
会
場
は
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

お
よ
び
大
阪
・
あ
べ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
。「
自
分
の
興
味
の
あ
る
学

問
を
発
見
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

進
路
選
択
に
お
い
て
は
、「
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
ど
の
学
部

で
学
べ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
こ
の
学
部
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
は
別
の
学
部
の
方
が
適

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
」な
ど
、

学
部
選
び
の
難
し
さ
が
あ
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
あ
え
て
学

部
名
を
伏
せ
、
文
系
・
理
系
を

横
断
し
た
40
以
上
の
講
座
（
１

限
〜
５
限
）
を
用
意
。
参
加
者

は
〝
テ
ー
マ
〞
だ
け
を
手
が
か

り
に
講
座
を
選
び
、
授
業
内
で

関
連
す
る
学
部
の
紹
介
を
受
け

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
先

入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
学
ぶ
こ
と

で
、
自
分
で
も
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
興
味
や
、
潜
在
的
に
関

心
の
あ
る
学
問
分
野
を
知
る
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
。
模
擬
授

業
を
通
し
て
、
進
路
や
学
部
選

択
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
も
ら

う
狙
い
だ
。

　

一
部
講
座
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
実
施
し
、
各
会
場
か
ら
別
会

場
の
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受

講
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

参
加
費
無
料
。事
前
予
約
制
。

先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り
。
複
数
講
座
受
講
可
。

詳
細
、
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
。

　

 

〔
髙
見
〕






